






















時はまさに春，花の季節で，楼，あしび，椿，さき くさ，桃，つ h じ，山吹，すみれ，菜花





巨勢山の つらつら椿 つらつらに見つつ偲ばな 巨勢の春野を
苦しくも 降りく る雨か三輪崎 さぬの渡りに 家もあらな くに
三熊野の浦の木綿花百重なす心は燃えどた Jに会はぬかも
あて過ぎて 糸香の山の桜花 散らずもあらなむ帰り来るまで






XV ISME INTERNATONAL 
MUSIC EDUCATION CONFERENCE 
























0 7月21日 （水） ①オープニングセレモニー コルス トンホール 10: 30～12: 30 








① 大会 の概 要
1 9 : 00 ISME各委員会担当による，分科会 合計 15因。
2 11: 00 
3 13: 00 
4 14 : 15
5 16: 00 
6 17 : 15 












① 夜のコンサート 20: 00 コルストンホールであり，ブルガリアの青少年とアフ リ
カ人の踊りとドラムの演奏であった。大変な熱演で，その迫力には圧倒されるものがあった。
アルゼンチンの不参加で，代りにオース トリ アのク インテットがあり，名演奏で美しかった。
知人となった Moya,John Evans （オーストラ リア人）ご夫妻と夜更けて宿に戻る。
07月22日 （木）
＠ 分科会 コルス トンホール 9 : 00～10: 45 
発表者
恥但chaelL Mark 
Ann E Carrol 
Helgu Szabo 
(USA) 

















① OPERA IN THE BEGINNING クリフ トンキャテドラル 20: 00 
夜のオペラは，約3,000人が入る，近代的な建物で，ローマカ トリックの大聖堂である。

















































Bramley Grange Hotel 
ギルフォード駅前から車で，ブラムリイ グレ ンジホテルに着く。色どりの美し い花の鉢
が，たくさんつるしである玄関を入ると，ロビーの窓から広 と々 した庭園が，森まではるかに，
続いて見渡せる。手入のよいぱらの花園や，木蔭には駒鳥や鳩が飛び廻り， 野うさ ぎやりすも




風景を眺めながら，く つろいで項く。シャンデリアも古く全てがクラ ッシッ クで静かな雰囲気
で，最高の料理は美味しく 給士のもの優しくゆき届いたもてな しに大いに満足した。
07月24日（土） ＠ 立教英国学院創立10周年記念感謝礼拝 祝賀園遊会音楽会
爽やかな朝の散歩をし，スイ トピーの花束をもとめ，向側の教会の礼拝堂でしばらく祈る。

















又お会いしま しょうと云う。 別館の客間で休ませて項いて，夕刻， 村を案内してもらい宿に帰る。



















































＠分科会リット ル シアタ－ 9 : 00～ 
「音楽の学校教師の訓練」について，発表と
討論がある。
発表者 Koste Belehef (USA) Marin Przychodzinska (Poland) 





「社会に於ける音楽と音楽専門教育の伝統と変化」コルストンホール 11 : 00～ 
発表者 AndrzeJ Rakowsky (Poland) Einar Solbu (Norway) 






① ランチタイムコンサー ト13:30～ 写真5 ヴィクトリア ロームズ（ユニヴアー ス）
演奏団体 Central Choir of 













Guildhal School of Musicのオペラコースの学生達による，ダブルキャス卜で，24日， 26








0 7月27日 （火） コルストン ホール 9 : 00～10: 45 
＠ 分科会
発表者 Wiliam Salaman (UK) l名欠席
Shinobu Oku (Japan）司会者 Willi Gohl (Switzerland) 






国立音楽大学の久納慶一教授の発表もあったが，私はき くことが出来なかった。（24日9: 00) 
＠ 全f本会議 基調演説会 コルス トンホール 11 : 00～ 12: 30 
発表名 John Paynter (UK) 司会者 Fack Dobbs (UK) 
Florencia Pierret (DR) 






次にポーラン ドのアン ドリ ュー ・ラコラスキー博士の演説も，スケールの大きい専門的なも



















































をする。7曲中，MyLord What a Morningが，特に感銘深く聞いた。
















① 近代ピアノ演奏公開実習 コルストンホール 13: 00～ 14: 00 




(!) Gala Cone巴rt ガラコンサート コルストンホール 19: 30～22: 30 
とTheCradle of the Hope of Peaceと「平和への願いのゆりかご」
出演団体 Konstanz Brass Enserble (FRG) 
Bedfordshire County Youth Orck巴stra (UK) 












































長い白いソ ックスに黒いエナメルの靴で足音を高く調子をと り，スクエヤーダンス を踊る。手
拍子を入れ賑やかな リズムで舞踏を20分位，輪になったりはなれた り軽やかに踊り廻る。
舞台は暗い照明になって，ガス燈に似たポールに火がともり，歌手が現われ歌いはじめた。









① Toledo Spain 



















① Flamenco Jaroines Neptuno の鑑賞 8月1日 （日） 22: 00～24: 00 
スペインの華といわれるフラメ ンコはスペイン南部のアンダルシア地方に発達したジプシー
起源の音楽と舞踏である。歌はカ ンテフラメン コ （Cante), 舞踏はパイレフラメンコ（baile)
という。語源はいろいろあるが炎を意味する。下層民の言葉で粋なとか派手と いう意味を持ち
ジプシーの音楽舞踏に用いられている。今日演奏される曲種は，アレグリーアス，プレリーア
ス，カーニヤ，カルセーラス， ウェル；fのファンタゴ，グランテ，フ ァッ ルカ，ノfレオ，マラ
ゲーニヤ，マルテイネ ラース， ポロ，ルンバ，ヒターナ，サエタ，セビリヤー ナス， シギリヤ










① GRANDA ESPANA ANDALUCIA La Alhambra 宮殿 8月2日


















































写真9 ゼピリアの舞台となった街角にで 写真10 パリオペラ座前で筆者
可，  
214 林：第15回音楽教育国際会議（英国ブリストル市開催）出席及び南欧民族音楽研修

























が Twinkle. Twinkle. Little Star/ How I, wonder what you are.自然界の風のそよ
ぎ，小川のせ冶らぎ，小鳥のさえずりにも音楽の原点がある。次の第16回 ISME国際会議は，
1984年7月，米国，オレゴン州ユージン市のオレゴン大学で開催される。総主題は『小さな惑
星のための音楽』となっている。幼児教育に於でそれらの音楽の発生を見さだめで，更に芸術
性豊かな美しいものへの憧れを見出してゆきたいものである。本年は本学創立20周年記念の年
で北海道女、子短期大学の発展を心からのぞみ，今回の研修旅行を許可して戴いたことに，厚く
御礼を申し上げて紀行文を終ります。
(1983・5・10)
